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新
年
度
を
迎
え
、麻
生
市
民
交
流

館
や
ま
ゆ
り
の
運
営
に
あ
た
る
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
お
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、５
月
��
日
に

通
常
総
会
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
が
日
常
と
な
る
昨
今
の
状
況

を
踏
ま
え
理
事
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
新
た

な
想
い
を
持
っ
て
新
年
度
事
業
に
踏

み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る「
目
指
せ
！
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
講
座
」、「
市
民
活
動

団
体
発
表
会
」、「
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

塾
」、「
区
民
講
師
公
開
講
座
」は
従
来

通
り
開
催
を
予
定
し
ま
す
。２
年
間
に

わ
た
り
開
催
を
中
止
し
た「
や
ま
ゆ
り

楽
芸
会
」「
新
春
や
ま
ゆ
り
寄
席
」な

ど
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
講

じ
な
が
ら
開
催
方
法
を
再
検
討
す
る

な
ど
し
て
、可
能
な
限
り
復
活
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
開
催
を
見

送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
業
の
一
部

は
、思
い
切
っ
て
内
容
の
衣
替
え
を
図

る
な
ど
新
し
い
展
開
も
視
野
に
入
れ

る
こ
と
と
し
ま
す
。第
一
弾
は
��
月
に

絵
画
、書
道
、写
真
や
陶
芸
な
ど
市
民

の
皆
さ
ま
の
作
品
を
展
示
す
る「
ア
ー

ト
フ
ェ
ス 

や
ま
ゆ
り
」の
開
催
を
検

討
し
て
い
ま
す
。各
種
事
業
の
維
持
・

復
活
・
衣
替
え
を
通
し
て
、こ
の
場
所

が
市
民
の
皆
さ
ま
の
活
動
の
場
と
し

て
一
層
楽
し
く
利
用
で
き
る
施
設
に

な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

変
化
に
富
ん
だ
里
山
で

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

サ
プ
ラ
イ
ズ

大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た

見
事
な
彫
刻

麻
生(

1
⁄
3)

麻
生
区
誕
生
へ

お
役
立
ち
情
報

鎌
倉
時
代
を
探
す

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

２
面

３
面

４
面
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新 年 度 ス タ ー ト

新しい展開を！を！
コミュニティ作りに

アクティブ・シニア講座

区民講師公開講座(氣
の活用法)

市民活動団体発表会

年度
会議室利用回数 利用者数 利用登録

平日（夜間） 土日祝 （人数） （団体数）
令和3

令和2

令和1

平成20

629(104) 334 8,132

619(155)

1,223(408)

874(118)

145

458

149

5,316

19,348

16821

707

749

671

421

・・・

麻生市民交流館やまゆり　稼働状況の推移

新型コロナの関係で利用が落ち込んでいますが、徐々に回復しつつあります。

withコロナ時代の「やまゆり」に
ご期待ください



　

麻
生
区
白
山
４
丁
目
の
白
山
神

社
の
本
殿
は
、日
光
東
照
宮
の
流
れ

を
く
む
、見
事
な
彫
刻
で
飾
ら
れ
て

い
る
。正
面
両
脇
の
柱
に
は
上
り
龍

と
下
り
龍
が
は
め
込
ま
れ
、両
側
面

と
背
面
の
板
壁
、腰
壁
、妻
壁
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
龍
や
獅
子
、鳳

凰
、仙
人
を
飾
っ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ

の
彫
刻
は
一
本
の
欅（
け
や
き
）の
透

か
し
彫
り
で
、細
部
に
至
る
ま
で
意

を
つ
く
し
た
質
の
高
い
も
の
で
、

彫
っ
た
人
の
技
の
す
ご
さ
を
感
じ
る
。

　

こ
の
本
殿
は
間
口
３
尺（
約
��

㎝
）、奥
行
３
．１
２
尺（
約
��
㎝
）総

サプライズ

大切に保存されてきた みごとな彫刻
区民記者　中島久幸

麻生（３回シリーズ・１回目）

麻生区誕生へ―新駅の設定と農住都市構想
区民記者　神澤秀夫 A

S

　

こ
れ
に
対
し
、新
百
合
ヶ
丘
駅
周

辺
開
発
は
、″
土
地
を
手
放
さ
な
い
こ

と
〞を
目
標
に
、地
権
者
の
財
産
保

全
と
経
済
的
安
定
を
図
り
、街
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
考
え
。

　

ま
た
、百
合
丘
か
ら
の
延
長
地
域

開
発
と
し
て
、大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

宅
地
造
成
。新
駅（
新
百
合
ヶ
丘
駅
）

が
で
き
れ
ば
歩
い
て
い
け
る
所
に
分

譲
地
が
つ
く
ら
れ
、残
る
は
新
百

合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
開
発
と
い
う
状
況
。

　
��
年
、「
新
百
合
丘
駅
周
辺
土
地

区
画
整
理
組
合
」が
設
立
。��
年
、

「
上
物
建
設
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」が
発

表
さ
れ
、��
年
、「
新
百
合
丘
駅
周
辺

広
域
的
街
づ
く
り
推
進
協
議
会
」が

発
足
。同
年
７
月
、麻
生
区
が
誕
生
、

区
役
所
が
駅
北
口
側
に
建
て
ら
れ
、

駅
周
辺
の
造
成
工
事
は
ほ
ぼ
完
成
し

た
。

 

麻
生
区
は
１
９
８
２
年
、多
摩
区

か
ら
の
分
区
で
誕
生
し
た
。そ
の
８

年
前
の
��
年
、新
百
合
ヶ
丘
駅
が
丘

陵
を
切
り
開
い
て
開
設
さ
れ
た
。そ

れ
は
、こ
の
先
に
あ
る
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
へ
と
、小
田
急
電
鉄
と
し
て

は
一
刻
も
早
く
路
線
開
発
を
進
め
る

起
点
と
し
て
の″
新
駅
〞の
設
定
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
話
が
聞
こ
え
て
き
た
��
年

頃
、こ
の
地
域
に
土
地
を
持
つ
農
家

��
世
帯
に
よ
る「
農
住
相
談
会
」が

立
ち
上
げ
ら
れ
た
。当
時
の
柿
生
農

協
組
合
長
・
鈴
木
新
之
助
氏
が「
土

地
利
用
は
自
分
た
ち
の
仕
事
で
あ

る
」と
農
家
地
権
者
を
認
識
さ
せ
、

強
固
な
団
結
を
図
る
べ
く
指
導
し

た
。「
土
地
を
売
ら
な
い
で
、自
分
た

ち
で
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」と

い
う「
農
住
都
市
構
想
」。こ
の
背
景

に
は
、「
百
合
丘
の
二
の
舞
は
し
な

い
」と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

１
９
６
０
年
、日
本
住
宅
公
団

（
現
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）に
よ
っ
て
、百

合
丘
に
団
地
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
際
、地
元
地
権
者
は
日
本
住
宅

公
団
に
��
万
坪
以
上
の
土
地
を
譲

渡
し
た
が
、団
地
と
周
辺
で
の
土
地

売
買
・
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
、地
権

者
の
生
活
基
盤
が
少
な
か
ら
ず
喪

失
し
た
。

基盤整備がほぼ終わった1985年の新百合ヶ丘駅
周辺。写真左上に麻生区役所　

小ぶりだが見事な彫刻で飾った本殿

龍と獅子の透かし彫り

欅
・
素
木（
し
ら
き
）造

り
、屋
根
は
柿（
こ
け

ら
）葺
き
で
、正
面
や

向
拝
に
は
千
鳥
破
風
や

軒
唐（
の
き
か
ら
）破
風

を
付
け
て
い
る
。嘉
永

３
年（
１
８
５
０
年
）か

ら
４
年
に
か
け
て
建
立

さ
れ
、造
営
の
大
工
は
地
元
の
助
之

烝
と
幸
右
衛
門
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

日
頃
目
に
す
る
拝
殿
は
、昭
和
��
か

ら
��
年
に
改
築
さ
れ
た
。そ
の
と
き

本
殿
は
後
ろ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
蔵
の
中
に
移
さ
れ
て
、大
切
に
保

存
さ
れ
て
お
り
、平
成
８
年
に
市
の

重
要
歴
史
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

　

蔵
の
鉄
扉
は
固
く
閉
ざ
さ
れ
て
お

り
、見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、拝

殿
横
と
境
内
左
階
段
下
の
パ
ネ
ル
や
、

神
社
が
配
る
チ
ラ
シ
の
写
真
か
ら
、

十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

一
度
訪
ね
て
ほ
し
い
。

本殿両脇の彫刻
（右：上り龍、左：下り龍）



ま
り
公
園
」の
横
に
出
る
。右
折
し

て
山
道
に
入
る
と
雑
木
林
や
水
辺

な
ど
が
続
く
。途
中「
瓜
生
黒
川
往

還
」な
ど
の
案
内
板
が
あ
り
、道
な

り
に
登
っ
て
い
く
と
、展
望
台「
防
人 

見
返
り
の
峠
」に
着
く
。こ
こ
ま
で
が

前
半
コ
ー
ス
で
約
２
キ
ロ
。展
望
台

か
ら
は
丹
沢
や
秩
父
山
系
が
望
め
、

晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
が
見
え
る
。

ベ
ン
チ
や
広
場
が
あ
る
の
で
昼
食
や

休
憩
は
こ
こ
が
い
い
。

　

後
半
の
コ
ー
ス
は
、前
半
の
コ
ー

ス
を
戻
る
と
途
中
で
分
岐
点
の
案

内
板
に
出
る
の
で
、こ
れ
に
し
た

が
っ
て「
黒
川
駅
、セ
レ
サ
モ
ス
」方

面
に
右
折
し
て
下
っ
て
い
く
。雑
木

林
が
開
け
る
と
黒
川
の
農
地
に
出

る
。道
な
り
に
進
む
と「
黒
川
の
セ
レ

サ
モ
ス
」へ
。営
業
時
間
は
��
時
ま
で

（
水
曜
休
み
）な
の
で
要
注
意
。「
汁

守
神
社
」か
ら
黒
川
駅
へ
。こ
こ
ま
で

約
２
キ
ロ
。

アミューズメント

変化に富んだ里山で心身をリフレッシュ
区民記者　中島久幸

　

弁
慶
は
通
り
が
か
り
に
橋
を
修

理
し「
二
枚
橋
」を
、「
王
禅
寺
見
晴

ら
し
公
園
」で
は
乗
っ
て
い
た
馬
の

鞍
に
つ
る
し
た
鍋
を
谷
底
に
落
と
し

「
鍋
こ
ろ
が
し
」の
言
い
伝
え
を
残
し

た
。

　

真
偽
は
と
も
か
く
史
跡
を
訪
ね

歩
く
と
歴
史
へ
の
思
い
は
ひ
と
し
お

で
あ
る
。

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
は

今
、源
氏
と
平
氏
の
鎌
倉
時
代
だ
。

北
条
政
子
と
弟
の
義
時
、政
子
の
妹

が
出
て
く
る
。政
子
の
妹
は
よ
み
う

り
ラ
ン
ド
近
く
の
小
沢
城
の
城
主

と
し
て
こ
の
地
を
領
し
た
稲
毛
三

郎
重
成
に
嫁
い
だ
と
い
う
。に
わ
か

に
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
、源
氏
の

時
代
が
こ
の
地
に
残
し
た
足
跡
は

あ
り
や
と
調
べ
る
。

　

件
の
政
子
の
妹
は
広
福
寺
に
墓

が
あ
る
と
い
う
。行
け
ば
重
成
の

作
っ
た
寺
で
あ
る
。案
内
碑
に
は

「
源
頼
朝
の
妻
、政
子
の
実
妹
」と
さ

れ
る
。「
名
前
」が
な
い
。当
時
は
ど

う
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
重

成
は
晩
年
、枡
形
山
の
城
に
移
り
広

福
寺
は
そ
の
ふ
も
と
に
あ
る
。

　

源
氏
と
い
え
ば
義
経
や
弁
慶
の

逸
話
が
圧
倒
的
に
多
い
。古
沢
に
は

「
九
郎
明
神
社
」ず
ば
り
義
経
名
の

神
社
が
あ
り「
一
夜
を
す
ご
し
た
」そ

う
だ
。

お役立ち情報

鎌倉時代を探す
区民記者　景山茂 O

展望台まであと一息だ

コースを外れて水辺に下りる こもれ日の雑木林はさわやか

　

４
月
の
週
末
、「
よ
こ
や
ま
の
み

ち
」と
呼
ば
れ
る
黒
川
の
近
く
の
里

山
を
楽
し
ん
だ
。雑
木
林
や
水
辺
、

大
規
模
家
庭
菜
園
、展
望
台
な
ど

変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
は
緑
に
あ

ふ
れ
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
お
薦
め
だ
。

ト
イ
レ
が
な
い
の
で
、駅
で
す
ま
す
。

　

多
摩
線
は
る
ひ
野
駅
南
口
前
の

大
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
進
み
、右
に
曲

が
る
辺
り
で
正
面
の
住
宅
街
に
入

る
。道
な
り
に
進
む
と「
海
道
ひ
だ

小沢城址、急な崖の下には
多摩川。関八州を監視

九郎明神社、平尾に抜ける道が
往時を偲ばせる

二枚橋、五反田川の支流をまた
ぐ小さな橋

A

広福寺、謀反の罪で討ち取られる
重成の墓がある 　　　　　　　
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やまゆり

ホームページ更新中

和凧つくりと凧揚げ大会を通じて
子供たちのモノつくりの楽しさと創
造性を養い、地域社会の世代間交
流を促進することを目的にしてい
ます。地域の大学との連携を図り、
和凧つくりの指導員となる人材を
募集しています。
本年度は、川崎市の重点課題とし
て展開している寺子屋、子ども会な
どの未参加団体にアプローチし、
一層地域のコミュニティ作りに貢
献したいと思います。

こどもしんぶん部をきっかけに街
を知ることで、より自分の街が好き
になり、生活が豊かになります。子
どものユニークな視点で街の魅力
を発掘できたら、大人も地域がもっ
と好きになると思い、活動していま
す。
取材・記事作成などを通し、子ども
達が自然に楽しく探求心や表現力
を身に付け、学校・家庭だけでなく、
新たな居場所や仲間づくりをして
います。  

2022年生産緑地法の改正により
都市部の農地は宅地化が可能とな
る。現在、川崎市の面積のうち農地
はわずか3%、さらに宅地化される
と次世代の子供たちに残すべき地
域資源は？
親子で農業に興味を持って！農業
に触れて！そんな機会を作りたい。
麻生区には名産の野菜「万福寺人
参」がある。しかし生産性が低く市
場に出回らない。そんな野菜を親
子で育て学ぶ機会を作りたい。

その日、その場に集った人と一緒
に、音楽を奏で、共に舞台空間を創
ります。幅広い世代、性別、生活環
境の人が、同じ経験や楽しさを共
有できる「場」を提供することで、コ
ミュニケーションの輪が生まれるこ
とを願っています。本年度は地域の
方からの声に応え、実際に音を奏
でたり、体を使った表現を楽しむよ
うな、音楽を体で感じられるワーク
ショップの開催も目指します。

麻生区内を流れる片平川の遊歩道
脇のコンクリート擁壁に６脚のポ
スター用フレームを設置し、道行く
人々がアート作品を楽しんでもらう
スペースとして開放する計画です。
展示する作品は地元に関連するも
の、区民から公募したもの、地元の
作家のものとし、この一画が地元
人々の心の交流の場となること、
人々が地元を、地元の人々の営み
をより深く知る機会となることを目
指しています。

当クラブは、麻生区に２つある総合
型地域スポーツクラブのひとつで、
金程中学校区内に在住の方が会員
対象となっている。
本年度から区域外でも公共交通手
段で参加できる方を対象に、多くの
方を当クラブの会員として受け入
れ、クラブライフを楽しんでもらえ
る体制を整える計画しており広報
活動や受入準備など一連の取組み
を、当クラブの新規事業として取り
組む予定です。

４月１５日の審査会を経て、令和４年度「地域コミュニティ活動支援事業」として、
６団体が選ばれました。
イベントなどの開催にあたってはチラシ等が区内に配架されます。多くの方の参加
をお待ちしております。

地域コミュニティ活動支援事業　

あさお和凧の会 音楽ユニット Pentas

アートロジ麻生
総合型地域スポーツクラブ 金程中学校区

わ・わ・わ・クラブ

こどもしんぶん部

特定非営利活動法人

岡上アグリ・リゾート

令和4年度

和凧つくりでコミュニティ作り 「Sing！Move！Smile！」コンサート

アートロジ片平 総合型スポーツクラブの認知を高め、
区域外からも新規会員を受け入れる事業

こどもしんぶん

次世代につなげる地域資源
農と保育の農育プロジェクト

4/15に開催された審査会の風景


